
一
　
は
じ
め
に

日
本
の
植
民
地
支
配
の
下
で
活
躍
し
、
現
代
で
は
埋
も
れ
て
し
ま
っ
た
朝
鮮
の

文
学
者
に
李
光
洙
（
一
八
九
二
〜
一
九
五
〇
）
が
い
る
。
彼
が
平
安
道
定
州
で
生

ま
れ
た
の
は
、
二
年
後
に
東
学
党
の
乱
が
起
き
、
日
清
戦
争
へ
続
い
て
い
く
と
い

う
時
代
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
時
代
に
、
十
歳
に
し
て
コ
レ
ラ
で
両
親
を
喪
い

孤
児
と
な
っ
た
彼
は
親
戚
の
家
を
転
々
と
す
る
生
活
の
中
で
、
東
学
に
惹
か
れ
て

い
く
。
更
に
定
州
に
ロ
シ
ア
軍
が
駐
屯
し
た
際
の
住
民
へ
の
暴
力
や
略
奪
を
目
の

当
た
り
に
し
た
彼
は
、
民
族
意
識
に
目
覚
め
る
と
同
時
に
、
日
本
軍
に
対
し
て
好

意
を
抱
き
始
め
た
ら
し
い
。

一
九
〇
四
年
に
日
露
戦
争
が
始
ま
り
、
東
学
の
人
々
を
集
め
て
「
進
歩
会
」
が

結
成
さ
れ
た
。
李
光
洙
も
こ
れ
に
参
加
し
、
こ
の
頃
か
ら
日
本
語
の
勉
強
を
始
め

た
。
彼
が
入
っ
た
東
学
党
は
そ
の
頃
、
親
日
団
体
で
あ
る
一
進
会
を
内
部
に
発
足

さ
せ
た
孫
秉
熙
の
代
で
、
李
光
洙
は
書
記
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
。
し
か
し
、
日

本
軍
が
東
学
の
弾
圧
を
は
じ
め
た
の
で
、
ソ
ウ
ル
に
逃
れ
一
進
会
系
の
学
校
で
日

本
語
を
教
え
る
よ
う
に
な
る
。

や
が
て
一
九
○
五
年
、
彼
の
能
力
が
認
め
ら
れ
一
進
会
派
遣
の
留
学
生
と
し
て

日
本
に
渡
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
時
彼
は
十
三
歳
で
、
ち
ょ
う
ど
乙
巳
保
護
条

約
締
結
の
年
で
あ
っ
た
。
周
囲
の
影
響
も
あ
っ
て
、
彼
は
語
学
習
得
の
傍
ら
次
第

に
文
学
に
傾
倒
し
て
い
き
、
明
治
学
院
中
学
三
年
に
編
入
学
し
た
後
は
、
日
本
の

近
代
作
家
の
作
品
を
耽
読
し
た
。
ま
た
、
朝
鮮
国
民
の
思
想
改
造
に
は
文
学
が
必

要
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
彼
は
、
こ
の
頃
か
ら
小
説
を
書
き
始
め
、
同
級
生
の

山
崎
俊
夫
の
影
響
も
あ
り
、
一
九
〇
九
年
に
は
「
白
金
学
報
」
に
日
本
語
に
よ
る

小
説
『
愛
か
』
を
発
表
し
た
。
ち
な
み
に
こ
の
年
は
、
安
重
根
が
伊
藤
博
文
を
射

殺
し
た
年
で
あ
る
。

翌
一
九
一
〇
年
に
明
治
学
院
を
卒
業
し
、
帰
国
し
て
教
師
と
な
る
が
、
同
年
の

日
本
に
よ
る
韓
国
併
合
の
ニ
ュ
ー
ス
を
鉄
道
の
駅
の
貼
り
紙
で
知
っ
た
際
に
は
、

長
時
間
号
泣
し
た
と
言
わ
れ
る
。
そ
の
彼
が
後
に
創
氏
改
名
（
香
山
光
郎
）
の
第

一
号
と
な
り
、
こ
の
名
で
作
品
を
発
表
す
る
ほ
ど
の
親
日
文
学
者
に
変
貌
を
遂
げ

る
の
で
あ
る
。

李
光
洙
が
再
び
日
本
に
留
学
す
る
の
は
一
九
一
五
年
で
あ
る
。
早
稲
田
大
学
予

親
日
文
学
作
品
の
中
の
迎
合
と
抵
抗

―
―
李
光
洙
の
日
本
語
小
説
―
―
　

全
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科
に
入
学
し
、
翌
年
に
は
早
稲
田
大
学
文
学
部
哲
学
科
に
進
ん
だ
。
こ
の
頃
連
載

し
た
『
無
情
』
で
、
後
に
朝
鮮
近
代
文
学
の
父
と
言
わ
れ
る
程
、
彼
は
文
名
を
高

め
た
。
儒
教
批
判
を
テ
ー
マ
に
し
た
こ
の
作
品
は
、
朝
鮮
に
お
い
て
最
初
の
本
格

的
小
説
で
あ
っ
た
（
注
１
）
。
そ
の
後
、
一
九
一
九
年
の
三
・
一
独
立
運
動
前
の
二
月

に
、
李
光
洙
は
独
立
宣
言
を
起
草
し
、
上
海
に
亡
命
し
た
。
残
っ
た
朝
鮮
青
年
独

立
団
の
留
学
生
達
が
発
表
し
た
の
が
「
二
・
八
独
立
宣
言
書
」
で
あ
る
。
一
方
、

李
光
洙
は
上
海
臨
時
政
府
樹
立
に
参
加
し
て
、「
独
立
新
聞
」
の
編
集
長
に
就
任
し

た
。
こ
こ
で
愛
国
啓
蒙
運
動
家
の
安
昌
浩
と
知
り
合
い
影
響
を
受
け
、
民
族
の
独

立
の
た
め
の
精
神
革
命
を
志
す
が
、
一
九
二
一
年
に
突
然
帰
国
す
る
の
で
あ
る
。

帰
国
後
逮
捕
さ
れ
た
が
、
独
立
運
動
に
関
わ
っ
た
同
志
た
ち
が
投
獄
さ
れ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
は
不
起
訴
で
釈
放
さ
れ
た
た
め
、
朝
鮮
総
督
府
と
の
関

係
を
疑
わ
れ
、
更
に
翌
二
二
年
に
「
民
族
改
造
論
」
を
発
表
し
て
物
議
を
か
も
す

こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
評
論
の
論
旨
は
、
朝
鮮
の
植
民
地
化
は
そ
の
民
族
性
に
因

る
結
果
で
、
独
立
す
る
た
め
に
は
実
力
を
養
成
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
主
張
を
実
践
す
る
た
め
修
養
同
盟
会
を
発
起
し
、
続
い
て
一
九
二
六

年
に
は
修
養
同
友
会
を
発
足
さ
せ
、
東
亜
日
報
の
編
集
長
に
就
任
し
た
後
は
数
多

く
の
作
品
を
発
表
し
た
。
そ
の
後
、
一
九
三
三
年
に
は
朝
鮮
日
報
の
副
社
長
就
任

に
ま
で
至
っ
た
。
日
本
に
よ
る
植
民
地
支
配
下
に
あ
っ
た
当
時
に
お
い
て
、
朝
鮮

人
が
出
世
す
る
た
め
に
は
、
朝
鮮
総
督
府
と
の
親
密
な
関
係
が
必
須
の
条
件
で
あ

っ
た
。
李
光
洙
は
親
日
派
と
も
言
え
る
朝
鮮
の
言
論
界
で
大
き
な
影
響
力
を
持
つ

と
と
も
に
、
そ
の
反
面
で
は
民
族
主
義
運
動
を
修
養
同
友
会
で
実
践
す
る
と
い
う

二
面
性
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
軍
国
主
義
を
推
し
進
め
る
日
本
軍
部
に
よ
り
、
一
九
三
七
年
の
盧
溝

橋
事
件
前
の
六
月
に
、「
実
力
養
成
」
団
体
の
修
養
同
友
会
は
弾
圧
を
受
け
、
関
係

者
全
員
百
数
十
名
が
逮
捕
さ
れ
た
。
李
光
洙
は
病
気
の
た
め
に
半
年
後
に
保
釈
さ

れ
る
が
、
翌
三
八
年
に
彼
の
思
想
の
支
え
と
な
っ
て
い
た
安
昌
浩
が
犠
牲
に
な
り

亡
く
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
事
件
後
に
李
光
洙
の
親
日
文
学
者
と
し
て
の
行
為
が

顕
著
に
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
九
四
一
年
に
修
養
同
友
会
事
件
は

全
員
無
罪
で
結
審
す
る
（
注
２
）
。

一
九
四
〇
年
に
創
氏
改
名
が
施
行
さ
れ
る
と
李
光
洙
は
率
先
し
て
香
山
光
郎
を

名
乗
り
、
日
本
語
に
よ
る
小
説
『
心
相
觸
れ
て
こ
そ
』
を
手
が
け
た
け
れ
ど
も
、

こ
の
小
説
は
未
完
に
終
わ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
太
平
洋
戦
争
が
勃
発
す
る
と
、

高
麗
大
学
の
教
授
で
も
あ
っ
た
張
独
秀
な
ど
の
親
日
転
向
者
と
同
様
に
、
戦
争
推

進
や
志
願
兵
の
応
募
を
促
進
す
る
た
め
の
講
演
を
行
っ
た
。
張
独
秀
も
早
稲
田
大

学
へ
の
留
学
経
験
が
あ
っ
て
「
二
・
八
独
立
宣
言
」
に
関
わ
り
、
帰
国
後
に
は

「
三
・
一
独
立
運
動
」
に
参
加
し
逮
捕
さ
れ
る
ほ
ど
の
民
族
主
義
の
闘
士
で
あ
っ
た

（
注
３
）
。
そ
の
よ
う
な
彼
ら
も
こ
の
時
期
に
は
競
う
よ
う
に
日
本
の
要
請
に
応
え
よ
う

と
し
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
。
更
に
、
李
光
洙
は
四
三
年
に
日
本
語
に
よ
る
小
説

『
兵
に
な
れ
る
』
や
『
大
東
亜
』
を
発
表
し
、
皇
国
臣
民
化
を
促
し
た
。

し
か
し
、
日
本
の
敗
色
が
色
濃
く
な
っ
た
四
四
年
に
発
表
し
た
日
本
語
の
小
説

『
少
女
の
告
白
』
に
は
、
親
日
文
学
と
は
断
定
で
き
な
い
ほ
ど
内
地
に
い
る
同
胞
の

苦
悩
を
描
い
て
い
る
。
こ
れ
以
後
、
李
光
洙
は
親
日
活
動
か
ら
退
き
、
ソ
ウ
ル
近

郊
で
隠
棲
す
る
が
、
一
九
四
九
年
に
反
民
族
行
為
処
罰
法
に
よ
り
逮
捕
さ
れ
る
。

投
獄
中
に
「
私
の
告
白
」
な
ど
の
弁
明
書
を
書
く
な
ど
し
、
病
気
の
た
め
に
保
釈
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さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
翌
一
九
五
〇
年
朝
鮮
戦
争
が
勃
発
し
、
そ
の

最
中
に
北
朝
鮮
人
民
軍
兵
士
に
連
行
さ
れ
た
ま
ま
、
李
光
洙
の
消
息
は
不
明
と
な

っ
た
。

戦
争
と
い
う
時
代
に
翻
弄
さ
れ
た
李
光
洙
の
人
生
で
あ
っ
た
。
彼
は
朝
鮮
近
代

文
学
に
お
い
て
は
第
一
人
者
で
あ
り
な
が
ら
、
親
日
活
動
を
し
た
た
め
に
韓
国
の

文
壇
で
認
め
ら
れ
に
く
か
っ
た
。
し
か
し
、
最
近
で
は
彼
の
文
学
を
政
治
的
活
動

と
区
別
し
て
再
評
価
し
よ
う
と
い
う
動
き
も
あ
る
。
本
稿
で
は
あ
え
て
親
日
作
品

と
し
て
の
評
価
が
あ
る
日
本
語
小
説
を
取
り
上
げ
て
作
者
の
時
局
に
対
す
る
迎
合

と
抵
抗
の
跡
を
探
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

二
　
日
本
語
小
説

李
光
洙
の
日
本
語
小
説
は
未
完
の
作
品
を
含
め
て
十
一
篇
あ
る
。
本
稿
で
扱
う

作
品
は
五
篇
で
、
発
表
年
代
順
に
紹
介
す
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

１
　
『
愛
か
』
李
寶
鏡
（「
白
金
学
報
」
一
九
〇
九
年
）

２
　
『
心
相
觸
れ
て
こ
そ
（
一
）
〜
（
五
）』
李
光
洙
（「
緑
旗
」
一
九
四
〇
年
）

３
　
『
兵
に
な
れ
る
』
香
山
光
郎
（「
新
太
陽
」
一
九
四
三
年
）

４
　
『
大
東
亜
』
香
山
光
郎
（「
緑
旗
」
一
九
四
三
年
）

５
　
『
少
女
の
告
白
』
香
山
光
郎
（「
新
太
陽
」
一
九
四
四
年
）

以
上
の
日
本
語
作
品
に
つ
い
て
戦
争
と
い
う
時
代
を
背
景
に
お
き
な
が
ら
、
植

民
地
統
治
国
の
言
語
に
よ
っ
て
い
か
に
小
説
が
執
筆
さ
れ
た
の
か
を
、
検
討
し
て

い
き
た
い
。

１
『
愛
か
』

こ
の
作
品
は
一
九
〇
九
年
に
明
治
学
院
に
留
学
中
同
校
の
同
窓
会
誌
「
白
金

学
報
」
に
韓
国
留
学
生
李
寶
鏡
の
名
前
で
発
表
し
た
最
初
の
作
品
で
あ
る
。
十
月

二
六
日
に
安
重
根
が
ハ
ル
ビ
ン
駅
で
伊
藤
博
文
を
射
殺
し
た
後
で
、
日
韓
併
合
前

の
も
の
で
あ
る
。

主
人
公
の
文
吉
は
十
一
歳
の
時
に
両
親
を
失
い
学
校
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
が
、
心
の
中
に
は
野
心
を
秘
め
て
い
た
。
幸
い
に
も
あ
る
高
官
の
援

助
が
あ
り
日
本
へ
留
学
し
優
秀
な
成
績
を
修
め
る
が
、
志
を
同
じ
く
す
る
友
を
見

つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
あ
る
会
で
出
会
っ
た
日
本
少
年
操
に
魅
了
さ
れ

た
彼
は
、
帰
国
の
前
日
に
操
を
訪
ね
る
が
、
会
う
勇
気
が
出
せ
ず
自
ら
死
を
選
択

す
る
。
そ
し
て
、
今
ま
で
抱
い
て
い
た
野
心
を
顧
み
つ
つ
、
自
死
を
止
め
て
く
れ

る
存
在
の
な
い
こ
と
を
淋
し
く
思
う
。

主
人
公
文
吉
は
明
治
学
院
留
学
中
の
李
光
洙
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
東
京
に

留
学
す
る
チ
ャ
ン
ス
は
得
た
も
の
の
、
自
ら
抱
い
て
い
た
身
を
立
て
名
を
あ
げ
る

と
い
う
「
野
心
」
の
実
現
に
は
程
遠
く
、
同
志
を
得
る
こ
と
も
で
き
な
い
不
安
が

描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
人
少
年
操
は
同
級
生
の
山
崎
俊
夫
が
モ
デ
ル
で
、

彼
の
薦
め
で
読
ん
だ
、
ト
ル
ス
ト
イ
の
無
抵
抗
主
義
に
影
響
を
受
け
た
。
ま
た
、

次
の
よ
う
に
こ
の
作
品
は
同
性
愛
を
描
い
た
も
の
と
も
読
め
る
。

彼
は
操
に
逢
へ
ば
、
帝
王
の
席
に
で
も
出
さ
れ
た
様
に
顔
も
上
げ
ら
れ
ぬ
、

口
も
利
け
ぬ
、
極
め
て
冷
淡
の
風
を
装
ふ
の
が
常
で
あ
る
、
彼
は
又
此
の
理

由
を
も
知
ら
ぬ
、
唯
本
能
的
な
の
で
あ
る
、
其
れ
で
彼
は
筆
を
口
に
代
へ
た
。

三
日
前
に
彼
は
指
を
切
っ
て
血
書
を
送
つ
た
（
注
４
）
。
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短
篇
『
愛
か
』
を
、
林
鍾
国
氏
は
「『
同
性
愛
』
と
は
い
う
も
の
の
、
今
時
の
あ
り

ふ
れ
た
ホ
モ
と
は
違
う
。
盲
目
的
、
事
大
的
な
自
己
没
却
の
対
日
傾
斜
が
そ
の
内

容
で
あ
る
」（
注
５
）

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
単
な
る
対
日
傾
斜
で
あ
る
な

ら
ば
、
文
吉
は
死
を
選
択
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
自
殺
は
思
春
期
の
頃
に
見
ら
れ
る

一
途
な
行
為
で
あ
る
と
思
え
る
。
伊
藤
博
文
の
死
の
直
後
に
日
本
に
い
る
留
学
生

た
ち
の
立
場
は
針
の
筵
に
す
わ
る
思
い
で
あ
っ
た
ろ
う
。
主
人
公
の
名
前
が
日
本

名
で
あ
っ
た
り
、
出
身
国
が
文
中
に
出
て
こ
な
い
の
は
そ
の
表
れ
で
あ
る
。
ど
ち

ら
に
も
つ
く
こ
と
の
で
き
な
い
苦
悩
が
、
日
本
名
や
不
明
の
国
籍
に
表
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

李
光
洙
が
来
日
し
た
当
時
、
従
来
一
体
で
あ
っ
た
東
学
と
一
進
会
は
日
本
の
干

渉
が
強
ま
る
中
、
東
学
（
天
道
教
）
は
独
立
の
道
を
一
進
会
は
協
力
の
方
向
へ
と

歩
み
を
別
に
し
、
乙
巳
保
護
条
約
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
条
約
を
受
け
て
韓

国
の
留
学
生
た
ち
は
、
闘
っ
て
死
の
う
と
言
う
者
と
、
勉
学
を
続
け
よ
う
と
言
う

者
に
分
か
れ
た
と
い
う
。
李
光
洙
も
こ
の
時
に
は
死
を
覚
悟
し
た
と
言
っ
て
い
る

（
注
６
）
。我

は
大
い
な
る
理
想
を
抱
い
て
居
た
、
此
を
遂
げ
る
こ
と
が
出
来
ず
に
死
ぬ

の
は
實
に
残
念
だ
、
我
死
ん
だ
ら
老
い
た
る
祖
父
や
幼
い
妹
は
如
何
に
歎
く

で
あ
ろ
う
、
併
此
の
瞬
間
に
於
い
て
我
が
死
を
止
め
て
呉
れ
る
者
が
な
い
か

ら
仕
方
が
な
い
の
だ
。
今
や
死
す
る
と
生
き
る
と
は
全
く
我
が
力
以
外
に
あ

る
の
で
あ
る
。

文
吉
が
最
後
に
死
を
選
択
す
る
こ
と
は
「
事
大
的
な
自
己
没
却
の
対
日
傾
斜
」

で
は
な
く
、
思
春
期
の
一
途
な
思
い
の
表
れ
で
あ
り
、
そ
れ
は
操
に
対
す
る
純
粋

な
精
神
的
な
憧
れ
で
あ
り
、
李
光
洙
の
「
闘
っ
て
死
の
う
」
と
い
う
愛
国
心
か
ら

く
る
抵
抗
の
方
向
性
を
も
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、「
今
や
死
す
る
と

生
き
る
と
は
全
く
我
が
力
以
外
に
あ
る
の
で
あ
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
自
分
以
外

の
者
に
責
任
を
委
ね
て
も
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
彼
自
身
も
自
分
の
精
神
の

あ
り
方
に
整
理
が
つ
か
ず
混
沌
と
し
た
状
態
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
語

で
小
説
を
書
く
と
い
う
行
為
は
、
時
代
背
景
を
考
慮
す
る
限
り
に
お
い
て
容
易
で

は
な
く
、
こ
の
頃
よ
り
彼
の
日
本
語
小
説
に
は
、
は
っ
き
り
と
自
覚
し
て
は
い
な

い
が
迎
合
と
抵
抗
と
の
両
面
が
入
り
混
じ
り
な
が
ら
潜
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

２
『
心
相
觸
れ
て
こ
そ
（
一
）
〜
（
五
）』

こ
の
作
品
は
一
九
四
〇
年
に
朝
鮮
に
在
住
す
る
日
本
人
の
民
間
修
養
団
体
で
あ

る
「

旗
連
盟
」
が
発
行
す
る
啓
蒙
誌
「

旗
」
に
掲
載
さ
れ
た
未
完
の
小
説
で

あ
る
。
三
八
年
に
精
神
的
支
え
で
あ
っ
た
安
昌
浩
を
亡
く
し
て
か
ら
、
李
光
洙
の

親
日
的
行
為
は
顕
著
に
な
り
、
翌
三
九
年
に
は
朝
鮮
総
督
府
と
関
わ
り
の
あ
る

「
朝
鮮
文
人
協
会
」
の
初
代
会
長
に
就
任
す
る
。
ま
た
、
転
向
者
に
よ
る
組
織
「
時

局
対
応
全
鮮
思
想
報
告
連
盟
」（
四
一
年
に
「
大
和
塾
」
に
改
編
）
に
も
深
く
関
わ

り
、
四
〇
年
に
率
先
し
て
香
山
光
郎
を
名
乗
り
創
始
改
名
し
た
（
注
７
）
。
連
盟
で
は

「
日
本
精
神
の
把
握
」
や
「
内
鮮
一
体
の
強
化
」
そ
し
て
「
思
想
の
浄
化
」
の
必
要

性
が
強
調
さ
れ
、
そ
の
実
践
活
動
と
し
て
神
社
参
拝
・
勤
労
奉
仕
・
軍
事
慰
問
・

国
防
献
金
・
時
局
講
演
会
開
催
な
ど
を
行
っ
た
。
李
光
洙
は
文
人
協
会
の
会
長
と

し
て
講
演
に
参
加
し
、「

旗
」
に
小
説
を
発
表
し
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
が
作

品
に
は
あ
る
の
だ
が
、
な
ぜ
未
完
に
終
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

六
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主
人
公
は
四
人
の
青
年
男
女
で
、
不
逞
鮮
人
呼
ば
わ
り
さ
れ
て
い
る
思
想
家
金

永
準
の
息
子
忠
植
と
娘
石
蘭
、
半
島
に
住
む
日
本
人
東
陸
軍
大
佐
の
息
子
武
雄
と

娘
の
文
江
で
あ
る
。
仁
尋
峰
で
遭
難
し
て
い
る
東
兄
妹
を
医
学
部
生
の
忠
植
が
治

療
し
妹
の
石
蘭
が
看
病
す
る
こ
と
で
、
両
家
に
お
け
る
対
朝
鮮
人
、
対
日
本
人
意

識
が
変
化
し
て
い
く
。
武
雄
の
父
東
陸
軍
大
佐
は
「
朝
鮮
人
に
戦
争
な
ど
で
き
る

も
の
か
。
第
一
愛
国
心
に
欠
け
て
ゐ
る
ぢ
ゃ
な
い
か
。」
と
考
え
て
い
た
が
、
忠
植

の
父
金
永
準
と
出
会
い
彼
の
よ
う
な
立
派
な
思
想
家
の
心
を
得
る
べ
き
だ
と
思
う

よ
う
に
な
る
。
一
方
、
四
人
の
青
年
男
女
は
互
い
に
恋
に
落
ち
て
い
く
。
や
が
て

武
雄
が
出
征
し
、
忠
植
も
日
本
を
祖
国
と
し
て
忠
義
を
尽
く
し
た
い
と
父
に
願
い

出
て
軍
医
と
し
て
中
支
戦
線
に
出
征
す
る
こ
と
に
な
る
。

両
家
の
中
で
武
雄
の
母
菊
子
の
み
朝
鮮
人
を
認
め
て
い
な
か
っ
た
が
、
忠
植
が

軍
医
と
し
て
志
願
し
て
か
ら
は
態
度
が
変
わ
る
。
残
さ
れ
た
女
性
二
人
は
朝
鮮
神

社
と
京
城
神
社
で
参
拝
し
無
事
を
祈
る
が
、
と
も
に
特
志
看
護
婦
と
し
て
忠
植
が

配
属
さ
れ
て
い
る
中
支
戦
線
の
野
戦
病
院
に
勤
務
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
へ
、

両
眼
が
つ
ぶ
れ
た
重
傷
兵
武
雄
が
運
ば
れ
、
四
人
は
再
会
を
果
た
す
。
武
雄
と
石

蘭
は
仮
結
婚
式
を
挙
げ
、
支
那
語
が
堪
能
な
石
蘭
は
盲
目
の
武
雄
の
杖
と
な
り
敵

軍
懐
柔
工
作
に
乗
り
出
し
て
監
禁
さ
れ
る
。
二
人
の
前
途
は
多
難
に
満
ち
て
い
る

が
幸
せ
な
心
持
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
作
品
は
未
完
の
ま
ま
終
わ
っ
て
い
る
。

作
品
の
冒
頭
に
「
作
者
の
言
葉
」
が
あ
る
。

こ
の
小
さ
い
、
拙
い
物
語
が
、
内
鮮
一
體
の
大
業
に
塵
程
の
貢
献
を
で
も
な

し
得
る
と
す
れ
ば
私
の
願
は
叶
ふ
の
で
す
。（
作
者
）（
注
８
）

「
内
鮮
一
体
の
強
化
」
と
「
日
本
精
神
の
把
握
」
そ
し
て
「
思
想
の
浄
化
」
の

た
め
の
作
品
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
中
に
見
え
隠
れ
す
る
抵
抗
の
精
神
を
探

り
た
い
と
思
う
。
主
人
公
の
忠
植
の
父
金
永
準
は
思
想
転
向
し
た
李
光
洙
の
投
影

と
思
わ
れ
る
。
白
川
春
子
氏
は
「
こ
の
作
品
の
掲
載
誌
《
緑
旗
》
の
性
格
を
考
え

合
わ
せ
れ
ば
、『
日
本
の
朝
鮮
統
治
に
絶
對
反
對
と
い
ふ
立
場
を
死
守
』
で
き
な
か

っ
た
李
光
洙
が
金
永
準
の
口
を
借
り
て
、
内
鮮
一
体
論
を
植
民
地
支
配
を
正
当
化

す
る
た
め
の
手
段
に
終
わ
ら
せ
ま
い
と
必
死
の
抵
抗
の
声
を
あ
げ
て
い
る
よ
う
に

も
思
わ
れ
る
。」（
注
９
）

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
同
感
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
彼
は
日
本
の
正
し
さ
も
強
さ
も
よ
く
知
り
拔
い
て
ゐ
る
。
ま
た
、

朝
鮮
も
結
局
日
本
の
領
土
と
し
て
朝
鮮
人
は
日
本
臣
民
と
し
て
生
き
て
行
く

運
命
に
あ
る
こ
と
も
能
く
知
つ
て
ゐ
る
。
し
か
ら
ば
彼
は
何
故
排
日
家
と
呼

ば
れ
、
不
逞
鮮
人
と
睨
ま
れ
て
ゐ
る
の
か
。
そ
れ
は
他
で
は
な
い
。
第
一
は

民
族
的
獨
立
に
對
す
る
義
理
で
あ
っ
て
、
第
二
は
、
朝
鮮
人
が
永
久
に
植
民

地
の
土
着
民
と
し
て
、
賤
し
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
ふ
こ
と
に
對
す

る
悲
憤
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
點
が
釋
然
と
し
な
い
た
め
に
、
金
永
準
は
日

本
の
朝
鮮
統
治
に
絶
對
反
對
と
い
ふ
立
場
を
死
守
し
て
來
た
の
で
あ
り
、

こ
の
金
永
準
の
日
本
に
対
す
る
態
度
こ
そ
李
光
洙
の
抵
抗
の
精
神
の
表
れ
で
あ

る
。
こ
の
作
品
は
青
年
男
女
の
恋
愛
を
軸
に
、
内
鮮
一
致
と
学
徒
出
陣
を
若
者
に

呼
び
か
け
洗
脳
し
よ
う
と
い
う
意
図
が
見
え
る
が
、
実
は
父
金
栄
準
こ
そ
大
き
な

力
を
持
っ
て
い
る
。
戦
況
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
長
編
小
説
で
し
か
も
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
に
達
し
な
が
ら
未
完
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
こ
の
時
代
に
日
本

人
の
朝
鮮
人
に
対
す
る
差
別
は
甚
だ
し
く
、
お
互
い
を
理
解
す
る
ど
こ
ろ
か
結
婚

な
ど
あ
り
え
な
い
と
考
え
た
結
果
で
は
な
か
ろ
う
か
。
恋
愛
を
テ
ー
マ
に
設
定
し
、

六
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若
者
の
心
を
捉
え
よ
う
と
話
を
す
す
め
た
が
、「
内
鮮
一
体
」
な
ど
絶
対
に
無
理
な

こ
と
と
思
い
行
き
詰
ま
っ
た
こ
と
は
、
作
家
と
し
て
は
誠
実
で
あ
る
。
彼
の
意
識

は
、
一
方
で
は
と
り
あ
え
ず
ス
ト
ー
リ
ー
を
設
定
し
た
が
、
他
方
で
は
「
内
鮮
一

体
」
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
虚
偽
で
あ
る
と
い
う
考
え
に
傾
斜
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
長
く
書
き
つ
づ
け
た
が
お
か
し
い
、
こ
れ
以
上
書
け
な
い
」
と
筆
を
止
め
た
の

は
、
作
家
と
し
て
は
誠
実
な
作
者
の
さ
さ
や
か
な
抵
抗
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

３
『
兵
に
な
れ
る
』

こ
の
作
品
は
一
九
四
三
年
、「
新
太
陽
」
に
香
山
光
郎
の
名
前
で
発
表
し
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
年
の
三
月
に
徴
兵
制
が
公
布
さ
れ
八
月
に
は
施
行
、
そ
し
て
十
月

に
学
兵
制
が
実
施
さ
れ
た
。
李
光
洙
は
朝
鮮
文
人
報
告
会
の
理
事
に
就
任
し
、
学

徒
兵
勧
誘
の
講
演
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
作
品
は
「
皇
国
臣
民
化
」「
学
徒
動
員
」

が
テ
ー
マ
で
あ
る
が
、
朝
鮮
人
で
あ
る
が
故
に
過
剰
に
適
応
し
よ
う
と
し
て
い
る

こ
と
が
痛
ま
し
い
。

主
人
公
の
「
私
」
が
十
四
年
ぶ
り
に
金
子
大
佐
と
再
会
す
る
こ
と
に
な
り
昔
を

振
り
返
る
。「
私
」
が
し
た
徴
兵
論
主
張
の
講
義
を
聴
い
た
金
子
大
佐
が
、
朝
鮮
民

衆
が
本
当
に
徴
兵
令
の
施
行
を
願
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
、「
私
」

の
家
を
訪
問
し
た
こ
と
が
二
人
の
出
会
い
で
あ
っ
た
。「
私
」
は
答
と
し
て
、
六
才

の
長
男
鳳
一
と
四
才
の
次
男
龍
三
を
指
し
た
。
二
人
は
軍
衣
を
ま
と
い
軍
刀
を
握

っ
た
ま
ま
昼
寝
を
し
て
い
た
の
だ
。

そ
の
後
、
軍
職
か
ら
身
を
引
い
た
金
子
は
閣
議
で
徴
兵
が
決
定
し
た
の
を
受
け

て
「
私
」
の
息
子
を
思
い
出
し
、
再
会
を
す
る
。
そ
し
て
、
既
に
徴
兵
の
適
齢
と

思
わ
れ
た
長
男
は
病
の
為
に
他
界
し
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
七
才
の
鳳
一
は

内
地
人
ば
か
り
の
幼
稚
園
に
通
っ
て
い
た
が
、
卒
園
一
週
間
前
の
あ
る
日
か
ら
、

朝
鮮
人
の
自
分
だ
け
が
兵
隊
に
な
れ
な
い
こ
と
を
知
り
登
園
拒
否
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
そ
の
数
日
後
敗
血
症
を
起
こ
し
危
篤
状
態
に
陥
っ
た
鳳
一
は
、
幼
稚
園
の

小
倉
先
生
が
面
会
に
来
た
時
に
、
既
に
昏
睡
状
態
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
先
生
、
朝

鮮
人
は
兵
隊
に
な
れ
ま
せ
ん
か
。」（
注
10
）

と
悲
痛
に
も
訊
ね
る
の
で
あ
る
。
金
子
は

死
に
際
の
様
子
を
聞
き
な
が
ら
、
い
つ
か
朝
鮮
人
も
日
本
人
と
同
じ
天
皇
の
赤
子

と
し
て
一
つ
に
な
る
と
言
い
、
私
と
盃
を
交
わ
す
。
私
の
心
は
亡
き
鳳
一
の
憶
い

出
で
一
杯
に
な
っ
た
が
、
死
の
悲
し
み
ば
か
り
で
は
な
く
、「
兵
に
な
れ
る
」
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
に
確
信
を
も
っ
て
大
声
で
叫
ん
だ
。

長
男
鳳
一
は
一
九
三
四
年
に
敗
血
病
で
亡
く
な
っ
た
李
光
洙
の
次
男
鳳
根
で
あ

ろ
う
。
彼
の
死
後
、
李
光
洙
は
悲
し
み
の
あ
ま
り
宗
教
に
救
い
を
求
め
る
よ
う
に

な
る
。
徴
兵
励
行
の
作
品
で
は
あ
る
が
愛
息
の
死
を
題
材
と
す
る
こ
と
は
、
何
と

も
痛
ま
し
く
辛
い
小
説
で
あ
る
。
し
か
し
、
兵
隊
に
は
な
れ
な
い
と
い
う
絶
望
の

中
で
、
亡
く
な
っ
た
自
分
の
息
子
を
題
材
に
す
る
こ
と
は
、
結
果
的
に
は
戦
争
に

行
か
な
い
こ
と
を
選
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
生
き
て
い
る
息
子
が
「
兵
に
な
れ
る
」

こ
と
を
描
く
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
は
ず
だ
。
表
向
き
は
「
徴
兵
励
行
」
だ
が
、

故
意
的
に
ア
イ
ロ
ニ
カ
ル
に
表
現
し
た
の
で
は
な
く
、
期
せ
ず
し
て
「
内
鮮
一
体
」

を
裏
切
る
よ
う
な
作
品
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
人
以
上
の
日
本
人
に
な
ろ
う
と
し

て
い
る
が
、
過
剰
な
適
応
が
か
え
っ
て
抵
抗
の
叫
び
と
し
て
聞
こ
え
る
。
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４
『
大
東
亜
』

こ
の
作
品
は
一
九
四
三
年
に
「

旗
」
に
発
表
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
皇
民
化

政
策
期
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
内
戦
一
体
」
な
ど
で
あ
っ
た
が
、
他
に
「
大
東
亜
共

栄
圏
の
中
核
的
指
導
者
論
」
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
朝
鮮
総
督
府
が
「
大
東
亜
共
栄

圏
に
お
い
て
」
朝
鮮
人
の
地
位
を
日
本
人
の
次
に
置
き
、「
大
東
亜
共
栄
圏
」
を
指

導
す
る
中
核
的
な
地
位
を
与
え
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
戦
争
遂
行
へ
の
協
力
、

自
発
的
な
皇
民
化
へ
の
努
力
を
期
待
し
た
も
の
で
あ
っ
た
（
注
11
）
。

筧
朱
美
は
父
の
書
斎
を
片
付
け
な
が
ら
五
年
前
に
帰
国
し
た
支
那
人
范
于
生
を

思
い
出
し
た
。
朱
美
の
父
筧
和
夫
は
上
海
の
東
亜
同
文
書
院
の
教
授
で
あ
っ
た
が
、

支
那
事
変
の
戦
火
が
上
海
に
及
ぶ
こ
と
を
恐
れ
、
帰
国
し
早
稲
田
大
学
で
東
洋
史

を
講
じ
て
い
た
。
范
の
父
鶴
鳴
は
筧
教
授
の
著
書
「
周
礼
と
支
那
の
国
民
性
」
に

心
酔
し
、
以
後
両
家
は
親
交
を
深
め
る
。
そ
し
て
、
筧
教
授
の
帰
国
の
際
に
息
子

范
于
生
を
託
す
。

筧
宅
に
同
居
し
た
于
生
は
東
京
帝
国
大
学
で
国
文
学
と
国
史
を
聴
講
し
て
い
た

が
、
南
京
が
陥
落
し
蒋
介
石
が
重
慶
に
避
難
す
る
と
い
う
国
情
に
因
り
、
次
第
に

元
気
が
な
く
な
る
。
朱
美
は
そ
の
よ
う
な
彼
を
心
配
し
て
い
た
が
、
筧
教
授
は
ア

ジ
ア
諸
民
族
が
今
こ
そ
真
の
礼
の
心
に
帰
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
諭
す
。
す

る
と
于
生
は
、
日
本
の
真
意
を
事
実
に
よ
っ
て
解
る
日
が
来
た
ら
、
再
び
門
下
に

入
る
と
言
い
残
し
帰
国
す
る
。
そ
の
後
、
上
海
は
環
附
さ
れ
ビ
ル
マ
や
比
島
は
独

立
し
た
。
五
年
の
歳
月
が
経
ち
、
身
も
心
も
范
于
生
に
捧
げ
て
も
良
い
と
思
う
朱

美
の
も
と
に
「
ア
ス
ゴ
ゴ
一
ジ
ツ
ク
ハ
ン
ウ
セ
イ
」（
注
12
）

と
の
電
報
が
届
く
。

こ
の
作
品
は
未
完
に
終
わ
っ
た
『
心
相
觸
れ
て
こ
そ
（
一
）
〜
（
五
）』
の
時
代

よ
り
も
、
大
東
亜
共
栄
圏
の
地
図
に
次
々
に
日
本
の
旗
が
塗
ら
れ
て
い
く
と
い
う

戦
況
の
中
に
あ
っ
た
の
で
完
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
恋
愛
の
対
象
も
朝
鮮
人

で
は
な
く
中
国
人
で
あ
っ
た
の
で
、
筆
が
進
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
。

范
于
生
は
自
国
の
人
の
偽
り
や
利
己
主
義
、
事
大
主
義
や
権
謀
術
を
憎
み
、
反

面
日
本
人
の
正
直
さ
を
羨
ん
で
い
た
。
落
ち
込
ん
で
い
た
彼
に
筧
教
授
が
日
本
の

皇
国
臣
民
思
想
に
つ
い
て
説
く
が
、「
范
は
、
自
分
の
祖
國
が
、
日
本
に
比
べ
て
、

あ
ま
り
に
み
す
ぼ
ら
し
い
状
態
に
あ
る
が
故
に
、
そ
の
祖
國
に
對
す
る
愛
國
心
が

片
意
地
に
な
る
の
で
あ
つ
た
。」
と
感
じ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
李
光
洙
の
内
面

の

藤
の
表
れ
で
あ
り
、
常
に
自
国
の
弱
点
に
目
を
向
け
近
代
化
を
図
ろ
う
と
し

て
も
、
そ
れ
が
統
治
国
日
本
の
支
配
の
下
で
し
か
実
現
で
き
な
い
屈
辱
と
、
祖
国

に
対
し
て
強
ま
る
愛
国
心
の
表
れ
だ
と
思
う
（
注
13
）
。

５
『
少
女
の
告
白
』

こ
の
作
品
は
一
九
四
四
年
に
「
新
太
陽
」
に
発
表
し
た
も
の
で
、
内
地
に
住
む

朝
鮮
人
の
少
女
か
ら
「
先
生
」
に
送
ら
れ
た
手
紙
の
形
を
と
っ
て
自
己
を
告
白
し

て
い
る
。「
先
生
」
と
は
李
光
洙
の
こ
と
で
、
彼
は
実
際
に
日
本
に
お
い
て
も
講
演

活
動
を
行
っ
て
い
た
。

主
人
公
は
十
九
才
の
通
称
新
井
信
子
と
い
う
少
女
で
、
貧
困
の
為
に
幼
い
頃
、

生
地
朝
鮮
を
離
れ
て
両
親
と
兄
と
一
緒
に
内
地
に
引
っ
越
し
て
来
た
。
そ
の
よ
う

な
事
情
か
ら
小
学
校
し
か
出
て
い
な
い
の
だ
が
、
故
郷
朝
鮮
を
恋
し
く
思
う
あ
ま

り
作
家
や
文
学
作
品
を
通
し
て
で
も
、
朝
鮮
の
生
活
や
伝
統
を
知
り
た
い
と
思
う

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
ん
な
時
に
京
都
大
学
に
て
先
生
の
講
演
を
聴
く
こ
と
が
あ
っ
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た
。
そ
れ
は
日
本
の
国
体
や
大
東
亜
戦
争
の
目
的
や
正
義
性
、
帝
国
に
お
け
る
朝

鮮
民
衆
の
地
位
と
進
む
べ
き
道
な
ど
に
言
及
す
る
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
更
に
は

朝
鮮
の
祖
先
が
高
い
文
化
や
忠
義
心
を
持
ち
な
が
ら
も
、
現
在
の
同
胞
が
不
甲
斐

な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
を
嘆
く
内
容
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
共
感
し
た
信
子
は
「
先

生
」
に
手
紙
を
書
き
身
の
上
を
白
状
す
る
。

信
子
の
両
親
は
一
文
な
し
で
内
地
に
来
た
為
に
金
銭
の
価
値
を
一
番
高
く
評
価

し
、
娘
に
は
金
持
ち
と
の
結
婚
を
望
ん
で
お
り
、
信
子
は
文
化
程
度
の
低
い
両
親

や
同
胞
に
対
し
て
、
不
甲
斐
な
さ
を
感
じ
て
い
る
。
彼
女
に
は
、
小
学
校
時
代
か

ら
親
し
く
し
て
い
る
友
達
で
、
華
族
出
身
の
有
名
歌
人
川
村
妙
子
が
お
り
、
親
戚

の
谷
村
と
い
う
銀
行
家
を
紹
介
し
て
く
れ
る
。
谷
村
は
日
本
と
朝
鮮
の
古
代
か
ら

の
関
わ
り
の
深
さ
を
信
子
や
妙
子
、
そ
し
て
谷
村
の
息
子
克
磨
に
教
え
た
。
い
つ

し
か
信
子
は
谷
村
克
磨
と
恋
仲
に
な
り
結
ば
れ
る
が
、
二
人
の
幸
せ
は
続
か
ず
克

磨
は
妙
子
と
結
婚
し
て
し
ま
う
。
信
子
の
両
親
は
谷
村
家
が
自
分
た
ち
を
馬
鹿
に

し
た
と
憤
慨
す
る
。
信
子
は
身
を
引
き
、
同
胞
が
天
皇
の
御
民
と
し
て
陸
海
軍
に

入
れ
る
の
を
知
り
、
自
分
も
嫁
に
行
か
ず
に
勤
労
奉
仕
す
る
こ
と
を
決
意
す
る
。

親
も
夫
も
友
も
全
て
を
失
っ
た
信
子
は
、「
お
念
佛
は
、
わ
た
く
し
の
や
う
な
も
の

が
唱
へ
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
せ
う
か
。」（
注
14
）

と
先
生
に
問
う
。

戦
争
末
期
の
作
品
で
「
皇
国
臣
民
化
」
や
「
学
徒
動
員
」
奨
励
の
た
め
の
も
の

で
あ
る
が
、
親
日
文
学
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
未
完
の
作
品
『
心
相
觸
れ

て
こ
そ
（
一
）
〜
（
五
）』
と
同
じ
よ
う
に
若
い
男
女
が
登
場
す
る
が
、
日
本
人
と

朝
鮮
人
の
恋
は
結
ば
れ
る
は
ず
が
な
い
。
と
て
も
現
実
的
で
、
朝
鮮
人
に
対
す
る

差
別
や
、
内
地
に
住
む
同
胞
の
不
甲
斐
な
さ
な
ど
も
的
確
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。

作
者
が
日
本
を
知
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
書
け
る
在
日
同
胞
の
苦
し
い
立
場
が
良
く

表
現
さ
れ
て
い
る
。
統
治
国
日
本
に
対
す
る
抵
抗
の
精
神
を
描
き
つ
つ
も
、
統
治

下
に
い
る
朝
鮮
民
族
の
不
甲
斐
な
さ
を
吐
露
し
、
作
者
李
光
洙
自
身
の
胸
中
を
告

白
し
た
作
品
で
あ
る
。

三
　
お
わ
り
に

李
光
洙
の
親
日
作
品
と
考
え
ら
れ
る
日
本
語
小
説
を
取
り
上
げ
て
み
た
が
、
ど

の
作
品
に
お
い
て
も
彼
な
り
の
抵
抗
が
垣
間
見
ら
れ
た
。
表
面
的
に
は
親
日
的
で

あ
っ
て
も
、「
内
鮮
一
体
」
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
同
調
せ
ず
距
離
を
置
き
、
日
本
に

同
一
化
で
き
な
い
苦
し
さ
を
表
現
し
て
い
る
。
彼
の
日
本
語
小
説
は
皇
民
化
政
策

に
密
着
も
同
調
も
し
て
い
な
い
、
む
し
ろ
そ
れ
を
裏
切
っ
た
形
の
作
品
に
な
っ
て

い
る
。
時
局
に
対
し
て
尻
尾
を
振
っ
た
の
で
は
な
く
、
距
離
を
置
い
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

彼
の
代
表
作
で
あ
る
『
無
情
』
は
従
来
の
儒
教
社
会
を
批
判
し
た
も
の
で
朝
鮮

近
代
文
学
の
金
字
塔
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
親
日
的
な
行
為
を
し
た
こ
と

で
彼
の
評
価
が
下
が
っ
た
こ
と
は
実
に
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。

李
光
洙
の
作
品
は
、
彼
の
人
生
と
同
様
に
常
に
自
己
反
省
の
繰
り
返
し
で
あ
っ

た
。
自
分
、
あ
る
い
は
自
国
の
文
化
の
弱
点
に
目
を
向
け
、
変
化
し
よ
う
と
試
み

た
。
朝
鮮
国
民
の
思
想
改
革
の
為
に
は
文
学
が
必
要
と
考
え
、
執
筆
活
動
を
続
け

た
が
、
戦
時
下
と
い
う
時
代
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
書
き
続
け
る
道
は
、
決
し
て
容

易
で
は
な
く
、
彼
は
宗
教
に
救
い
を
求
め
た
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
で
も
彼
は
困
難
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を
克
服
し
な
が
ら
朝
鮮
の
近
代
化
を
図
ろ
う
と
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

李
光
洙
の
模
索
は
典
型
的
な
植
民
地
知
識
人
の
苦
悩
を
象
徴
し
て
い
る
。
百
パ

ー
セ
ン
ト
の
抵
抗
で
は
な
く
、
か
と
い
っ
て
完
全
に
尻
尾
を
振
っ
た
わ
け
で
も
な

い
。
彼
の
よ
う
な
ど
ち
ら
に
つ
く
こ
と
も
で
き
な
い
苦
境
は
、
植
民
地
下
の
一
般

的
な
人
の
立
場
を
象
徴
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
現
代
に
お
い
て
日
本
の

文
壇
で
の
在
日
作
家
の
活
躍
は
目
覚
し
い
が
、
李
光
洙
の
苦
悩
の
表
れ
と
し
て
の

彼
の
小
説
は
、
在
日
文
学
に
も
通
じ
る
も
の
が
あ
る
の
で
、
再
検
証
の
必
要
性
を

感
じ
る
。

植
民
地
時
代
に
書
か
れ
た
日
本
語
小
説
、
つ
ま
り
統
治
国
の
言
語
に
よ
る
作
品

を
読
み
返
し
、
再
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
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光
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岡
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岡
山
人
じ
ゃ
が
２
』
吉
備
人
出
版
二
〇
〇
五
年

４
　
大
村
益
夫
・
布
袋
敏
博
編
近
代
朝
鮮
文
学
日
本
語
作
品
集
（
一
九
〇
一
〜

一
九
三
八
創
作
篇
１
）
緑
蔭
書
房
二
〇
〇
四
年

５
　
林
鍾
国
『
親
日
派
』
御
茶
の
水
書
房
一
九
九
二
年

６
　
上
垣
外
憲
一
『
日
本
留
学
と
革
命
運
動
』
東
京
大
学
出
版
会
一
九
八
二
年

７
　
林
鍾
国
『
親
日
文
学
論
』
高
麗
書
林
一
九
七
六
年

８
　
大
村
益
夫
・
布
袋
敏
博
編
近
代
朝
鮮
文
学
日
本
語
作
品
集
（
一
九
三
九
〜

一
九
四
五
創
作
篇
１
）
緑
蔭
書
房
二
〇
〇
一
年

９
　
白
川
春
子
「
李
光
洙
の
日
本
語
小
説
に
つ
い
て
」
年
報
朝
鮮
学
第
五
号<

九
州
大>

一
九
九
五
年

10

大
村
益
夫
・
布
袋
敏
博
編
近
代
朝
鮮
文
学
日
本
語
作
品
集
（
一
九
三
九
〜

一
九
四
五
創
作
篇
５
）
緑
蔭
書
房
二
〇
〇
一
年

11

歴
史
教
育
研
究
会
編
『
日
本
と
韓
国
の
歴
史
共
通
教
材
を
つ
く
る
視
点
』

梨
の
木
舎
二
〇
〇
三
年

12

大
村
益
夫
・
布
袋
敏
博
編
近
代
朝
鮮
文
学
日
本
語
作
品
集
（
一
九
三
九
〜

一
九
四
五
創
作
篇
５
）
緑
蔭
書
房
二
〇
〇
一
年

13

白
川
春
子
氏
は
「
李
光
洙
の
日
本
語
小
説
に
つ
い
て
」（
年
報
朝
鮮
学
第
五

号<

九
州
大>

一
九
九
五
年
）
の
中
で
、
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。「
こ
の
よ

う
な
范
の
内
面
の
心
理
を
描
く
こ
と
で
、
作
者
は
、
日
本
の
優
位
性
を
認
め

れ
ば
認
め
る
ほ
ど
愛
国
心
は
強
ま
り
、
屈
辱
感
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し
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